
















1,研究目的 

 母子の健康・安全行動は,生態系としての住居,近隣環境,遊び場の状況等に大きく支配さ

れる。また,乳幼児の微症状,運動不足症候群，事故等の発現は,社会環境条件と高関係にあ

る。 

 しかし,これらに関する体系的かつ総合的分析データは極めて少ない現状にあり,特に,

都市化,情報化との関連下における学際的研究が切望されている。 


